
障害者福祉システム等標準化検討会
（第１回）

第１回検討会の進め方

令和３年８月18日

事務局提出資料

障害者福祉システム等標準化検討会（第１回）

令和３年８月18日 【資料１】



1

１．はじめに

日付 内容

Ｒ３年３月24日 「標準仕様書案たたき台」を全国の自治体へ情報共有

Ｒ３年４月 令和２年度積み残し事項を対応し「標準仕様書案」を作成

Ｒ３年４月２６日 令和３年度実施概要を親会へ送付

Ｒ３年５月７日 「標準仕様書案」をＷＴ及びベンダ分科会へ送付

Ｒ３年５月14日 ＷＴを合同で開催

Ｒ３年５月15日～26日 ＷＴ、ベンダ分科会から意見を回答

Ｒ３年５月26日～６月２日 ＷＴ、ベンダ分科会の意見集約・反映

Ｒ３年６月３日 全国知事会、全国市長会、全国町村会へ事前共有

Ｒ３年６月７日～７月16日 全国意見照会を実施

Ｒ３年６月７日～６月30日 都道府県意見照会を実施

Ｒ３年６月28日～８月11日
意見を集約、標準仕様書案へ反映

今後の検討事項を整理

Ｒ３年８月18日 令和３年度「第１回検討会」を開催

○ 【令和３年度】第１回検討会の目的

令和３年８月公開に向けた「標準仕様書案」の決定

○ 前回検討会（令和３年３月３日）からの動き
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２．標準仕様書案の決定について

① 意見照会の集約結果・標準仕様書案への反映概要について（資料２）

② 検討・課題事項の概要について（資料３）

③ スケジュールについて（資料４－１、資料４－２ ）

以下について疑義がない

・意見照会の結果が適切に取りまとめられている

・「標準仕様書案」に適切に反映されている

・未解決事項は、検討・課題一覧に継承されている

未解決事項は検討・課題一覧で継承されており、内容に疑義がない

８月の標準仕様書公開後の進め方について疑義がない

「標準仕様書案」の決定
（標準仕様書本編、業務フロー、機能・帳票要件、帳票詳細要件、帳票レイアウト）

○ 当検討会における「標準仕様書案」の決定プロセスは以下のとおりである。

○ なお、当検討会にて新たな疑義事項が追加された場合は、疑義事項の内容に応じて、
座長が「標準仕様書案」の決定の判断を行う。
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３．「標準仕様書案」のフォーマット見直しについて

１．機能・帳票要件の見直し

実装必須、実装オプション（青色斜体）、実装不可（赤色太字）を
縦３列に分けて記載し、字体と色を統一
※1 字体や色識別の取りやめ
※2 当対応のため、文言の補強や管理項目統合を実施

【通番】 ⇒ 【機能ID】に置き換え
※IT室からの依頼対応

２．帳票詳細要件の見直し

実装必須、実装オプション（青色斜体）、実装不可（赤色太字）を
縦３列を追加し、字体と色を統一
※1 字体や色識別の取りやめ
※2 該当する実装項目に●を記載


